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ドナテッロ作「ユディトとホロフェルネス」
－新たな作品解釈の試み－
宮下孝晴・下村滋美＊
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Ｉはじめに 着がつくまで、イタリア美術史を多彩に展開さ
せることになる。ドナテッロの場合、「絵画」へ
の挑戦手段として、（つまり、絵画的表現への接
近として）早くから浮き彫り表現に注目し、三
次元空間を自由に圧縮できるスキアッチヤー卜
法を開発していたことは言うをまたない。
絵画のルネサンス的革新の基本は、三次元空
間の合理的処理法としての幾何学的遠近法（透
視図法）の開発であった。これを理論化した最
初の人物がドナテッロの先輩であったフィリッ
ポ・ブルネッレスキ(FilippoBrunelleschi
l377-l446)であったことを考えれば、彫刻家ド
ナテッロが担わざるをえなかった問題は宿命的
なものと言わざるを得ないだろう。１５世紀の
フィレンツェ絵画で追求される幾何学的遠近法
から空気遠近法までの空間表現を、彫刻家ドナ
テッロは浮き彫り表現において対抗していった
のだとする論考は、フィレンツェの初期ルネサ
ンス美術史にとって重要な視点である。しかし、
ケネス・クラークが『ヒューマニズムの芸術」
("TheArtohHumanism")で論じた「ドナテッロ
と1400年代における悲劇的感覚｣をもう一歩先
へ進めて､前述した｢群像におけるドラマティッ
クな表現」についても考えてみる必要がある。
換言すれば、ドナテッロ自身が『イサクの犠牲」
制作において早くも気づいていた「群像形式が
可能にする強いドラマ性」の問題であろうか。
さらに、作品の強いドラマ性を背景として打
イタリアの初期ルネサンス彫刻に革新的な
役割を果たしたドナテッロ(Donatellol386‐
1466)は､複数の人物像を組み合わせた群像表現
の創始者では決してない。しかし、群像という
表現形式によってしか強く表わしえない作品主
題のドラマ性に注目していたことは疑う余地は
あるまい。すでに、ドナテッロは1415-36年に
かけて制作されたフィレンツェ大聖堂の鐘塔を
飾る一連の預言者像において､(－部に他の協力
者の手が入っているが）群像表現である「イサ
クの犠牲』を完成し、群像による強いドラマ
ティックな表現の可能性を確認している。これ
らの預言者像をみれば、この時期のドナテッロ
が人間のより深い心理的内面を浮き上がらせる
べく、徹底した写実表現を追求していたことが
わかるのだが、単独の人物像から生み出される
ものは寓意性や象徴性の強い作品ではあっても、
当然の帰結として、そこからは物語性やドラマ
`性が排除される。
ところが、ドナテッロに課されていた時代的
宿命には、その排除されがちな物語性やドラマ
性を彫刻表現において最大限に追求するという
問題があった。これは物語的描写という点で圧
倒的に有利な「絵画」から、「彫刻」が突きつけ
られた対決という構図で、１６世紀のヴァザーリ
の芸術論（絵画彫刻優劣論）によって一応の決
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ち出されてくる複雑な作品解釈は、群像表現固
有のアプローチを必要とするように思われる。
本稿で考察するのは､おそらくはコジモ･デイ・
メデイチの注文によって制作された『ユデイト
とホロフエルネス』(ブロンズ1456-57)で､考察
の方法として三つの視点を設定した｡それは｢メ
タファーとしての視点｣、「フェミニズムとして
の視点｣、「カタルシスとしての視点」であり、
これらの視点からの考察によって、従来の作品
解釈からは出てこなかった新しい解釈を浮かび
上がらせることができたと考えている。（ＴＭ）
また、若桑は次のようにも述べている。
ユーデイットが物語から抜け出し､旧約の仲間
と－組になって美徳の寓意像に変化した最初の
頃の例は、１２世紀前半の『スペクルム・ウィル
ギヌム（聖母の鏡)』のなかの「傲慢に打ち勝つ
謙遜」である3．
以上のことから、ユディトに与えられた役割
は宗教的な寓意像の象徴にすぎなかったことが
わかる｡また､その他の宗教的な解釈としては、
「ユディトはエヴァとともに聖母マリアの予
型」ともみなされていたことがあげられる。こ
れは旧約聖書の登場人物が新約聖書の「予型」
として考えられていたからである。ピーター・
パークは「ユデイトがアッシリアの将軍ホロ
フェルネスの首を切り落とすことによってイス
ラエルを解放したとするなら、マリアはキリス
トを産むことによって人類を角轍したのである｡4」
と述べている。
次に、政治的な解釈として、プロパガンダと
しての役割があげられる。当時のイタリアには
統一された国家体制はなく、政治的な分裂状態
が続いていた。その中で特にフィレンツェとミ
ラノが敵対関係にあったが、パークはそのよう
な政治的状況の中で、「フィレンツェ人は、ゴリ
アテを倒すダヴィデ、アッシリアの敵将ホロ
フェルネスの首を掻くユディトや、聖ゲオノレギ
ウス（ミラノをドラゴンに見立てる）と自らを
同一視しよう」とし、これらの像は「フィレン
ツェ共和国の理念を表明している5」と述べてい
る。つまり、ユデイトがフィレンツェであり、
ホロフェルネスが敵国である。ユディトの勝利
はフィレンツェの勝利であり、この像は政治的
な象徴としてフィレンツェ市民に受け入れられ
ていた、としている。
しかし、これらの解釈だけでドナテッロの
「ユディトとホロフェルネス』を解釈したとい
えるのだろうか。疑問が残る。その理由として
は以下の３点があげられる。
Ⅱ従来の作品解釈
本稿においては、１５世紀中頃のフィレンツェ
文化における同時代的な視点からこの作品の美
術史的解釈を試みたい。
この像に対する従来の解釈としては次の２点
があげられる。一つはキリスト教的なものであ
り、もう一つは政治的な解釈である。
まず、キリスト教的な解釈からみていこう。
若桑みどり’はＦＣゴドウインの説を引用して、
次のように述べている2．
女主人公がとりわけクローズアップされるこ
とはなく、物語の展開に重点が置かれて、全体
としては神の加護による選民の救済の物語に
なっている。ユーディットはつつましくヴェー
ルを被った姿で描かれ、付き添いの侍女とまっ
たく区別がつかず、役個性で、まったく英雄性
はない。ユーディットは神のエージェントにす
ぎず、彼女のホロフェルネスへの勝利は、異教
徒への教会の勝利であって個人的な英雄性には
関係がない。
このように、９世紀後半の写本「シヤルル禿
頭王のバイブル』（870年頃）では、ユデイトに
はまったく個性が与えられず、ただ『ユデイト
書｣の叙述の表現にすぎないということである。
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物語性を想起させるのは群像であろう。塚本博
は、その｢物語性（ストリア)」と「記念碑性(モ
ニュメンタリテイ)」を関連づけ、「旧来の物語
性が記念碑的姿に昇華した好例」として、Ｈ・
ヴェルフリンとｏ・ペヒトの説を引用して『ユ
ディトとホロフェルネス」の解釈をおこなって
いる8．ヴェルフリンによると、ユデイトの「振
り上げた剣をたんに持物的なもの（アトリ
ビュート）と解する」ならば、この彫像は「永
続的な記念碑性を帯びる」ようになる。塚本は
「従来物語のなかの登場人物であったユーディ
トはドナテルロの構成によって、不動性の強い
モニュメンタルな姿に変容した、といえるだろ
う」と述べている。そして、ドナテッロの彫刻
の特質として､｢物語性と記念碑性の両極に緊張
関係をもたらしたものは、彫刻における“ドラ
マの集約性，’とでも呼ぶべき造形原理である」
と結論づけている。
しかし、たとえば、この彫像を美徳の寓意像
として、あるいはフィレンツェ共和国の象徴と
して、モニュメンタルなものとして考えるなら
ば、剣を振りかざすユディトか、ホロフェルネ
スの首を持つユディトの単独像だけでも十分そ
の役割は果たせるのではないだろうか。事実、
伝統的にはそうであった。ところが、このドナ
テッロの作品は群像になっている。単独像では
なく、群像でなければならない必然'性があった
のではないか。とすれば、この作品に内在して
いるドラマ性は、宗教的なもの以外の普遍』性を
持っているとみるべきであろう。だからこそ、
文化、歴史を越えて今も我々に訴え共感を与え
るのである。
まず第１の理由として、キリスト教的解釈だ
けでこの作品をみるのは不十分であるといえる。
なぜなら、注文主のコジモはキリスト教以外の
宗教を受け入れないとは決していえないからで
ある。同時代のヴェスパシアーノ・ダ・ピス
テイッチによると、コジモは、「キリスト教と異
教とを問わずラテン文学に非常に造詣が深かっ
た。聖書の読書にたいへん熱心であり、たいそ
う聖書に通暁していた6」と述べている。と同時
に、コジモはアリストテレスの作品を数多く翻
訳したロベルトデ・ロッシを個人教授にして
いた。その上、コジモの主治医の息子であるマ
ルシリオ・フイチーノにプラトンの著作を翻訳
させ、プラトン・アカデミーを創設している。
以上のことから、ギリシア哲学や異教にも興味
を持っていたコジモの注文として、この主題の
解釈はキリスト教的なものだけでは納得がいか
ない。
第２の理由として、この像の設置場所はメ
デイチ家個人の邸宅であり、公共の場所に置か
れることを目的としていないため、制作された
当初はフィレンツェ共和国の理念を表明してい
るとは考えにくいことがあげられる。森田義之
は『ユデイトとホロフェルネス』が｢共和国フィ
レンツェの守護神を主題としており、コジモ(あ
るいはピエロ）がメデイチの権力と都市国家の
権力を重ね合わせていたことを示唆している7」
と述べているが、この像にメデイチの権力を重
ね合わせていたとも考えにくい。なぜなら、コ
ジモは実質的には共和国の統治権を手中に収め
ていたが、表向きにはその存在が目立つような
ことを極力避けていたからである。この像がメ
ディチの権力の象徴として制作されたならば、
当時のフィレンツェの人々は共和国の名におい
てそれを受け入れることは決してありえなかっ
ただろう。
第３の理由は、宗教的な解釈、キリスト教的
信仰から切り離して作品そのものを見すえたと
き、この作品からは深い人間性が読みとれるこ
とである。群像と単独像を比較したとき、強く
以上の３つの観点からみると、従来の解釈だ
けではこの作品を理解したとはいえない。そこ
で、当時の文化的潮流から考えて３つの視点を
設定したい。それは、メタファー、フェミニズ
ム、カタルシスの３点である。（ＳＳ.）
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Ⅲメタファーの視点から として描かれ、背中には大きく美しい翼が重な
り、マントは風に翻っている。今まさに聖母マ
リアの前に現れたかのように見える。そして、
マリアを心持ち見上げるような仕草で、その口
からはラテン語の「おめでとう、恵まれし乙女
よ、主があなたと共におられる」という金文字
がマリアに向かって流れている。
右手では、椅子に腰掛けている聖母マリアが
そのお告げを聞き、驚いたように上半身をねじ
りながら後ろへと身を引いている。左手に閉じ
たばかりにみえる旧約聖書を持ち～右手は首の
ところで、頭まですっぽりとかぶった青色の上
衣を握り、マリアは少しガブリエルから顔をか
くしている。眉間にしわを寄せ、口元を固く引
き締めているが、その視線はガブリエルに向け
られている。
キリスト教的主題は聖母マリアと托身を告げ
る大天使ガブリエルが描かれた「受胎告知」だ
が、普遍的な主題を考えると、若者が愛しの乙
女の前に脆き、オリーブの小枝を捧げて愛を告
白しているように見える。このように若者が女
性の前に脆く表現は当時の騎士道精神のあらわ
れといえる。作者のシモーネ・マルテイーニは
フランス滞在経験もあり、当時ナポリを支配し
ていたフランス出身のアンジュー家の宮廷にも
招かれたりしてフランス文化を摂取している。
騎士道精神はイタリアよりもフランスのほうが
はるかに発展した。１１世紀末には騎士道文学
『ローランの歌』が流行し、南仏プロヴァンス
の吟遊詩人たちはく愛〉を謡った。その愛は｢憧
れの高貴な女性に騎士が捧げる､理'性的な思慕、
至純の愛ｏ」であった。それゆえに、騎士道精
神のあらわれとして、愛しの女性の前で脆きそ
の女`性に愛を告白し忠誠を誓う騎士の姿として
大天使ガブリエルが描かれていると考えられる。
また、マリアのほうは突然の愛の告白に驚き、
恥じらう仕草として身を引いたように描かれて
いると考えられる。このように、この作品では
キリスト教的主題は「受胎告知」だが、メタ
ファーとしては「愛の告白」といえるだろう。
メタファーは隠楡ともいわれ、あるものを別
のものにたとえる表現である。ドナテッロが生
きていた１５世紀前半の初期ルネサンス時代は、
ダンテやペトラルカの登場により人間中心主義
のヒューマニズム思想が浸透し始めていたが、
キリスト教中心の宗教的世界観は依然として
人々を支配していた。そのような時代に宗教的
主題以外のものを描くことは困難だったに違い
ない。しかし、ヒューマニズムの影響で芸術家
たちは人間に目を向け始め、神の世界ではなく
人間の世界を表現するようになってきた。そこ
で、普遍的なテーマとしての人間性を表現する
ために宗教的主題を隠れ蓑としていたと考えら
れる。当時の人々は宗教的なテーマの美術作品
からもっと世俗的な解釈、あるいは非キリスト
教的解釈をしていたのではないだろうか。それ
らの作品の同時代的な解釈をするための鍵はメ
タファーではないかと考える。
Ｌ「受胎告知』におけるメタファー
ｆｉｇｌシモーネ・マルティーニ「受胎告知」
フィレンツェのウッフィーツィ美術館にシ
エナ派の画家、シモーネ・マルテイーニ(1284
頃-1344)の「受胎告知』（]333）【Hg｣】がある。左
手に脆いている大天使ガブリエルは、左手にオ
リーブの小枝を持ちオリーブの冠をかぶってい
る。大天使ガブリエルは金髪の眉目秀麗の若者
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そして、この「愛の告白」ともいえる「受胎
告知」を浮彫で立体的に表現しているのがサン
タ．クローチェ教会のカヴァルカンテイ礼拝堂
のために制作されたドナテッロの「受胎告知』
（1436-40頃）【ｆＭであるといえる。
古典の稿本をイタリアにもたらし、特にプラト
ンやプロチノスの原典がフィレンツェで研究さ
れ翻訳された。ギリシア古典に興味を持ったコ
ジモ・デ・メデイチは1462年フィレンツェ郊外
にプラトン・アカデミーを創設したⅢ。そこで
コジモに見いだされ、プラトンとプロチノスの
ラテン訳を完成させた人物がコジモの侍医の子
マルシリオ･フイチーノ(1433-99)であった｡フイ
チーノが特にとりあげたのは「霊魂の不滅」の
問題であり、宇宙のすべての存在を５つの段階
にわけている。「神」は唯一者として絶対かつ最
高の存在であり、「天使」は純粋に知`性的存在で
その下に霊魂としての「人間」が位置づけられ
る。さらに、下方には「質」と「物体」が存在
している。ここで重要なことは「人間」＝「霊
魂｣の定義と人間の存在が５つの段階において、
上からも下からも中間に位置しているというこ
とである。つまり、人間の霊魂は神との合一を
求めて上昇することも、肉体の欲望におぼれて
下位の存在に落ちることも、すべては人間の自
由意志に任されていると考える。霊魂は永遠的
な存在（神・天使）と時間的な存在を結ぶ「絆」
であり、霊魂の存在によって調和と統一ある宇
宙が形成されていると考えられる１２･人間の霊
魂は「理性」により認識し、それにより自己を
知り、そして神を知るが、その目標を達成する
には人の人生は短すぎ死後の生も必要である。そ
のためには霊魂の不滅を唱えなければならないと
考える'3．プラトンの『パイドン」では、人間の
霊魂は肉体という牢獄に閉じこめられている、そ
の霊魂を浄福の状態にするには肉体の束縛から解
放されなければならないと語られている。
霊魂が肉体という牢獄に囚われていること
を表現した作品にミケランジェロの奴隷像が
ある。ノレーヴノレ美術館にある２体の彫刻『反抗
する奴隷』【hg3】と「瀕死の奴隷」【hg4】でみてみ
よう。まずは『反抗する奴隷』であるが、「裸
体の縛られた像で、元気盛りの年頃であるが、
生きようと苦闘している若い男である。－人は
必死の力で繋縛を破ろうとしてもがいている。
大天使ガブ
リエルは聖母
マリアの前に
脆き、胸の前
に両手を組み、
騎士が恭しく
礼を尽くすか
のようにマリ
アを見上げて
いる。マリア
のほうは驚い
て椅子から立
ち上がったよ
右手と右足の動
fi9.2「受胎告知」
うに身体を後ろへ引いている。
きに驚いた様子が表現されている。そのマリア
についてヴァザーリは次のように記しているＩＣ。
彼女は、天使の突然の出現におびえて、愛らしく
おずおずとした身振りで恭々い､敬意を表わし、ま
た彼女に挨拶する人にこの上なく優美に振り返っ
ている。その顔には、思いもかけない、この上もな
く大きな贈り物を授けてくれた人に対する謙譲と
感謝が認められる。
2．「ユディトとホロフェルネス」におけるメ
タファー
では次に､「ユデイトとホロフェルネス」にお
けるメタファーについて考察してみよう。この
作品は１４５４年頃の制作とされていることから
新プラトン主義との関係をみてみたい。
１４３８年から］439年にかけてフェラーラつい
でフィレンツェで開かれた東西両教会合一のた
めの会議で、多くの東方の学者たちがギリシア
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緊張の極限に達した筋肉にそれが認められ、顔
は救いを求めるかのように上にあげている。'4」
この彫像では肉体という物質の中に捕えられた
霊魂が必死にその束縛から逃れようともがいて
いる状態が表現されているように思える。腕や
背中、胸部、脚などの体中の筋肉が緊張し、何
か大きな見えない力に抗していることがわかる。
る彫像は新プラトン主義の思想を体現している
といえるだろう。
同じように『ユデイトとホロフェルネス』も
新プラトン主義的側面から考えられないだろう
か。フイチーノが哲学的主著『プラトン神学』
を書いたのは1469年から1474年である。ドナ
テッロがこの作品を制作したのは１４５６年頃と
されている上に､彼は1466年に亡くなっている。
フィチーノの活躍する時代はドナテッロ没後の
ことだが、このフイチーノにプラトンの研究や
翻訳を要請したのは前述したようにコジモであ
り、コジモの存命中にフイチーノはヘルメス文
書やプラトンの対話篇の一部の翻訳を完成して
いる'6。また、フイチーノは少年の頃からこの
研究をしていたこともわかっている。他方、ド
ナテッロはコジモとたいそう親しかったことも、
後年ヴァザーリは書き記している｡そして､フィ
レンツェの都市自体が､｢プラトンの神秘的で夢
想的な哲学にいつも親近感を持って17」いた。
以上のことから、もう既に新プラトン主義の萌
芽が1450年代末のフィレンツェでみられたの
、±ないだろうか。ドナテッロ自身がフイチー
ノの著作を読んでいないとはいえ、この彫像の
注文主であるコジモやフィレンツェの町から何ら
かの影響を受けていたと考えられないだろうか。
その観点から考察してみると、少なくともこ
の頃はまだ異教的なものを直接表現できる時代
ではなかったが、旧約聖書外典の物語をテーマ
としている『ユデイトとホロフェルネス」の普
遍的な主題を考えた場合、この像はメタファー
として「霊魂の不滅」を表現しているといえる
だろう。なぜなら、この彫像をみて目につくの
は今まさに息の根を止められようとしているホ
ロフェルネスの顔だが、この主題をあつかった
多くの作品では彼の顔は苦痛にゆがんでいるこ
とが多いにも関わらず、ドナテッロは大変穏や
かな安らぎさえ感じられる顔【､95】に仕上げてい
るからである。これをどのように解釈したらい
いのだろうか。前述したミケランジェロの「瀕
死の奴隷』【１Ｍ】の顔と比較してみよう。
fig3「反抗する奴隷」
1513-16大理石215ｃｍ
ルーヴル美術館
h9.4「瀕死の奴隷」
1513-16大理石215ｃｍ
ルーヴル美術館
次に「瀕死の奴隷』であるが、「第二の像も
苦斗が終わったところである。胸部はまだ膨ら
んでいるが､瀕死の顔は横に倒れ､眼はくもり、
最後の痙箪が責苦をうけた体をつらぬいて行く
らしいが、その魂は自由である｡」こちらの彫像
には「諦観と生の克服がある'５」。肉体の滅却
は人間本来の精神の自由を意味していると考え
られる。霊魂がその束縛からとき放たれる瞬間
に人間は地上でひとときの浄福を獲得すること
ができるとこの彫像の顔は語っていないだろう
か。このようにミケランジェロはフイチーノや
ピコ・デラ・ミランドラ（1463-94）らが活躍し
た時代に生を受け、彼らの提唱する新プラトン
主義の思想の中で成長していった。彼の制作す
宮下・下村：ドナテッロ作『ユディトとホロフェルネス』 1９
「ユディトとホロフェルネス」の彫像との関連
は一体何であろうか。
ここでドナテッロ作品に数多く登場するプッ
トーたちの作品中における役割を考えてみたい。
f１９．５ホロフェルネス
ブロンズ１４５４頃
flg4a「瀕死の奴隷」顔
大理石1513-16
fig7「ガツタメラータ騎馬像」
ブロンズ（馬具の部分）この２つの顔の表情はよく似ている。ともに
死にゆく状態でありながら、安らかな表情で死
の苦しみから解き放たれているようにみえる。
アッシリアの軍事的最高位についているホロ
フェルネスの欲望を阻むものは数少なく、好色、
権力欲、傲慢の権化のような彼がユディトの剣
により死を迎えようとしている。つまり、肉体
の呪縛から霊魂が解き放たれるからこそ彼の顔
は穏やかな表情をしていると考えられないだろ
うか｡また､剣を振り上げているユデイトは｢肉
体という牢獄から霊魂を自由にする解放者」に
みえる。
さらに、この彫像の台座は３枚のパネルで構成
され、プット一たちが浮彫で描かれている【1196】。
例えば、パドヴァにある「ガッタメラータ騎
馬像』【fig7】ではどうだろう。甲冑や馬具に取り
付けられた装飾にプットーたちが目立つが､｢鞍
の前後に取りつけられた、ちょうどそれをかつ
ぐような格好のプットーたちは天国に向かう故
人を持ち運ぶ、キリスト教的な葬送を象徴する
天使を表すものであろうかと思われる。'8」と、
濱谷は述べている。
ローマのサン・ピエトロ大聖堂のある「サク
ラメントの聖櫃」の基壇にたむろするプットー
の群像【､98】は聖櫃の出口を囲むように左右３
人ずつに分かれて立っている。手前の２人は両
手を顎の下で組み、出口の方を見ながら待って
いるような仕草をしている。彼らは聖櫃の外に
いる観者と同じところに立っているかのように、
または演劇の観客たちのような立場にいるよう
に思える。彼らの存在はドラマ性を強調してい
るといえないだろうか。彼らのことをヘネシー
は「新しいドラマティックなキャラクターを
持っている'9」と述べている。fig6「ユディトとホロフェル
ネス」ブロンズ
43.5×57ｃｍ台座部分
ぶどう酒をつくるプットー、飲めや歌えやの
大騒ぎをして踊るプットーたちは躍動感にあふ
れている。そこにはディオニソス的な祝祭の様
子が展開されているように思える。この浮彫と f１９．８「サクラメントの聖櫃」大理石1432-33225×120cｍ
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フィレンツェのサンタ・クローチェ教会にあ
る「受胎告知』の三角形の切妻壁ペデイメント
の上にも６人のプットーたちがいる【Hg9】。彼ら
についてはヴァザーリが次のように述べている。
るかもしれない。または、ホロフェルネスが催
した宴会の場面と考えることもできよう。しか
し、本当にただそれだけの表現だろうか。考察
してきたようにドナテッロがプットーたちに与
えている役割にはもっと深い意味があるように
思える。つまり、この彫像の本質的な内容を示
唆する象徴的なものではないかと考える。
前述したように、この彫像は肉体に囚われて
いた霊魂の解放、肉体を滅却することにより人
間本来の精神の自由を獲得し、霊魂の不滅を表
現していると考えられる。ホロフェルネスの安
らかな表情は､死の恐怖を超越し、「魂が肉体か
ら解き放たれ、より高い領域へと上昇していく
2'」ように見えるだろう。肉体が消滅した解放
された霊魂が迎え入れられるべき世界の存在が
プットーたちによって表現されているのではな
いだろうか。歓喜に満ちあふれた自由で開放的
な世界、肉体から解放された喜びを、プットー
たちが画面いつぱいに所狭しと動き回って表現
していると考えられる。
ドナテッロがこの作品を制作した時期はフィ
レンツェにおける新プラトン主義の全盛期が始
まろうとしているところであった。注文主のコ
ジモはもちろんのこと、当然ドナテッロもその
影響を少なからず受けていたと考えられる。後
に、新プラトン主義の申し子のように登場する
ミケランジェロの作品を予告するものとして、
ドナテッロの『ユディトとホロフェルネス』を
位置づけることができるのではないだろうか。
(ＳＳ.）
その上に幾つかの花綱をもつ６人のプットーを
置いたが､彼らは高いところにいるのを怖がって、
互いに抱きあって身を守っているように見える20。
ここでのプットーたちは主要人物たちとは
関係なく、自分たちの存在している場所の高さ
に驚いている。そのことは観者たちと同じ次元
に立っているといえないだろうか。
以上みてきたように、
ドナテッロ作品中の
プットーたちは決して
単なる装飾ではなく、
その存在には必ず意味
があると考えられる。
彫刻におけるドラマ性
表現をみる場合、彼ら
プットーたちの果たす
fig9「受胎告知」部分76ｃｍピェトラ･セレーナ役割は大変大きいよう
1436-40 Ｉこ`思える。彼らが我々
観者の立場に立ち、時には我々が心の中で抱く
であろう感情を代弁してくれているのではない
だろうか。あるいは、その彫刻の主題について
付加的なものを説明してくれているのではない
だろうか。もしくは、我々と全く同じ立場、演
劇の観客としてそこに展開する彫刻におけるド
ラマをみているのではないだろうか。そのよう
な役割を想定しながら、今一度「ユディトとホ
ロフェルネス」の台座のプットーたちに目を向
けてみよう。彫像の部分では旧約聖書外典の物
語、ユディトがホロフェルネスを殺すという残
忍な場面が展開されているが、レリーフのプッ
トーたちの場面では楽しく愉快な祝祭的な世界
が広がっている。上で展開される悲劇を受けて
プットーたちが泣いているのであれば納得でき
Ⅳフェミニズムの視点から
広義におけるフェミニズムとは､｢歴史におけ
る女`性の発見」２２であり、「女性の社会的、政
治的、法律的、性的な自己決定権を主張し、男
性支配的な文明と社会を批判し組み替えようと
する思想や運動」をさす。このフェミニズムの
観点から美術史を捉えなおす研究が最近隆盛に
なってきている。ノーマ・ブルード、メアリー.
宮下・下村：ドナテッロ作『ユディトとホロフェルネス』 2１
Ｄ・ガラードの編集になる「美術とフェミニズ
ム反駁された女性のイメージ」には、「フェミ
ニズムは、人間主義的な学問としての美術史の
果たすありとあらゆる役割に影響をおよぼし、
ついには美術史の再定義を促すような問題を提
出したのである」として、「フェミニストの視点
から直接着想を得て書かれた23」論文がいくつ
か収められている。また、本稿を書くにあたり
多いに参考にさせて頂いた若桑みどりの「象徴
としての女`性像」においても、ジェンダー史か
ら見た新しい美術史が展開されている。このよ
うな美術史の流れのなかで変遷していく女性観
を捉えることは必要だが、本稿におけるフェミ
ニズムとは、女性が個人として目覚め、社会が
認める女性の復権のこととし、狭義の意味で考
察する。
まず、キリスト教成立当初からルネサンスを
通じて女性の地位はどのようなものであったか。
1世紀に聖パウロは『コリント人への第１の手
紙」（1434-35)の中で女性は集会の時に話しては
いけないと述べている２４。また、同じく聖パウ
ロは「テイモテオヘの第１の手紙』（1.11-15)に
おいて､アダムが創られた後にエヴァが創られ、
罪に落ちた原因は女`性にあると明らかにしてい
る２５．中世ヨーロッパにおいても、男性中心世
界の展開がみられる｡十字軍遠征などを通して、
東方世界からギリシア古典の文献がヨーロッパ
に紹介され、アリストテレス哲学が入ってきた
ことにより、１３世紀には托鉢修道会ドメニコ会
のトマス・アクィナスにおいてアリストテレス
研究が成立する２６．このことからキリスト教神
学のアリストテレス化が進み、アリストテレス
の女性に対する考え方が問題となってくる。ア
リストテレスは男がより完全な人間であり女は
不完全な人間とみなしていたため、当然だがト
マス・アクイナスはその著書『神学大全」の中
で、アリストテレスの説を継承して「女性を欠
陥のある男性としてみなす女性嫌悪の考え方を
集成している２７」。以上のことから、女性は男
性にくらべ完全なものではなく、原罪の原因で
もあり、堕落の象徴と考えられたために、長い
間男性によってその地位はおとしめられてきた
といえよう。ところが、原罪からの救済として
聖母マリアが登場してくる。１３世紀後半から聖
母マリア信仰が流行するようになり、各地で多
くの聖母マリアに捧げる教会の建築がみられる。
それに伴い、女性が主役としてクローズアップ
されるようになり、キリスト教における女性の
復権が新たに脚光を浴びるようになってきた。
では、女性の復権に貢献したと思われる聖母マ
リア信仰とはどのようなものであったのだろう
か。マリアの図像は古くは３世紀に描かれた
ローマのプリシラのカタコンベに聖母子像とし
てあらわれる。その後６世紀のビザンテイン美
術の中で「玉座の聖母子（ニコポイア型聖母)」
(504～526頃)がサンタポリナーレ・ヌオーヴオ
聖堂（ラヴェンナ）のモザイクに描かれるよう
になる。膝にキリストをのせて豪華な玉座に座
る聖母マリアは正面に顔を向け、威厳に満ちた
天の女王として表現されている。］３世紀イタリ
ア美術においてチマブーエ（1280-85）【ngjo】、
ドウッチョ（1285）【figlI】、ジョット（1310頃）
【１Ｍ】が描いた「マエスタ（荘厳の聖母)」はこ
の派生した形式と考えられる２８．多くの聖母子
像が描かれるようになった背景に、１２世紀から
１３世紀にかけて西欧でみられた「聖母礼拝」と
呼ばれる強力な信仰展開があった。
fi810チマブーエ
「サンタ・トリニタの聖母」
１２９０頃板、テンペラ
385×２２３cｍ
fｉｇｌｌドウッチョ
「ルチェッライの聖母」
１２８５板、テンペラ
４５０×２９２cｍ
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(1487)【figj5】だが、聖母マリアは同じ作者の
「ヴィーナスの誕生｣(1486)Ifigl6】のヴィーナス
を祐佛とさせる。そこには異教の美しい女神へ
の憧れが表現されている。
figl2ジヨツト
「オニサンティの聖母」
1310-11頃板、テンペラ
325×204cｍ
３点ともウッフィーツィ美術館
フィレンツェ fig」３
「聖アンナと聖母子」
マザッチョとマゾリーノ
1424-25
板、テンペラ
175×103ｃｍ
ウッフィーツィ美術館
フィレンツェ
十字軍に続いておこった宗教心高揚の時代
に「われらが女主人」として、聖母マリア信仰
の高まりは頂点に達する２，゜この運動の啓発者
たちの中心は中世神学者クレルヴォー（フラン
ス）の聖ベルナルドウス（1090～1153）であっ
た。彼は「黙想しながらイエスやマリアの悲し
みや苦しみ、あるいは喜びに共感し、信仰を強
める大切さを説いた｣。その思想は、］３世紀以
降のイタリアのスコラ神学者、聖ボナヴェン
トウラ(1221~1274)に引き継がれ、「神秘主義思
想の影響を受けて、マリア像は神の母の威厳に
輝くよりも、人間の母にふさわしい優しさをた
たえたイメージに変化３０」していく。石井美樹
子は著作の中で、聖書の人物が喜びや悲しみを
経験する人間として描かれ、信者が彼らに共感
することにより信仰を深めていくと判断した教
会は、以後キリストやマリアの人間性を強調す
るイメージを推進していく、と述べている｡
その後、１５世紀になると３タイプの聖母マリ
ア像が登場してくる3】｡］つめはマザッチョとマ
ゾリーノの『聖アンナと聖母子」（1424)【Iigj3】
であるが､ここに描かれている聖母マリアには、
人間としての尊厳さがあらわれ、女性らしい優
しさや母性が感じられる。Ｚつめはフイリッ
ポ．リツピの「聖母子と二天使」(1465頃)【119.14】
だが、聖母マリアは理想的な女性美を追求した
美女として描かれている。また、キリストと天
使は大変愛くるしい子供達として表現されてい
る。３つめはボッテイチェッリの「柘榴の聖母」
figj4
「聖母子と二天使」
フィリッポ・リッピ
1465頃
板、テンペラ
95×62ｃｍ
ウッフィーツィ美術館
フィレンツェ
figl5
「柘榴の聖母」
1487頃
ポッティチェッリ
板、テンペラ
直径1435ｃｍ
ウッフィーツィ美術
館
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fi9.17「十字架の検証」１３８０頃
500×700ｃｍサンタ・クローチェ教会
フレスコ画
フィレンツェ
Ｌ▽
figl6けイーナスの誕生」部分ボッテイチェツリ１４８５頃
カンヴアステンペラ172.5×278.5ｃｍウツフイーツイ美術館
フィレンツェ
このように、聖母マリア信仰が流行すること
により、当時の人々は聖母マリアに、自分たち
の世界に生きる慈愛に満ちた母や理想的な美女、
あるいは愛の象徴として異教のヴィーナスへの
!憧れを重ね合わせていたのではないか。聖母マ
リアを崇拝することは、すなわち女`性を崇拝す
ることにつながり、女性の存在がクローズアッ
プされてきたといえるだろう。
その女性が主役となりクローズアップされ
ている作品の一つとして､アーニョロ･ガッデイ
作「聖十字架物語』（1380代)のフレスコ画があ
げられる。これはフィレンツェのサンタ・クロー
チェ教会内のアルベルティ家礼拝堂に描かれて
いる。１３世紀に書かれた「黄金伝説」（ヤコプ
ス・デ・ウォラギネ箸）の「聖十字架の発見」
と「聖十字架称賛」の物語を８画面のサイクル
画で表現している。その題名どおり聖十字架が
主役だが、画面全体を見渡すと幾人もの美しい
女性の姿が目につく。特にシバの女王やコンス
タンテイヌス帝の母后へレナ【Hg｣7a】は、画面の
中でとりわけ他の登場人物より大きく描かれて
いる。円光をつけた赤い衣裳の母后へレナはこ
の画面において２回登場している（異時同画）
が共に大きく描かれ、その堂々たる存在感に観
者の目は惹きつけられる【fig｣7】。
figj7aヘレナ(部分） 119.18ａソロモン王(部分）
同様に、紫色の衣裳を着て脆拝しているシバ
の女王も－回り大きく美しく描かれ大変存在感
がある【Hg｣8】。逆に、ソロモン王の方は、右場面
の木を埋めている男性たちの中にいるわけだが、
ほとんど集団の中に混じってしまいその存在感
がない【118｣8a】・明らかに、この画面は女性であ
るシバの女王中心の場面構成となっている。
figj8「シバの女王の蹄拝」1380頃フレスコ画
500×700ｃｍサンタ・クローチェ教会フィレンツェ
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以上のことから、１４世紀末には女性の復権が
社会的に認められるようになった結果として、
女`性像を画面の中で大きく目立たせるように
なったといえるだろう。
あわせて、女性の地位向上に貢献したルネサ
ンス期に活躍した少数の女性人文主義者を取り
上げてみたい。当時の女`性に対する最高のほめ
言葉は「純潔」・「沈黙」・「従順」であった。そ
のような時代に､学識ある女`性たちが出現する。
とはいえ、１４世紀に登場したパドヴァのマッダ
レーナ．スクロヴエーニ３２の存在も忘れてはな
らない｡また､ボッカッチヨも『名婦列伝』(1375）
を著している。「1338年のフィレンツェでは、
ジョヴアンニ・ヴイラーニの報告によれば8000
人から1万人の少年少女が小学校で読むことを
習っていた33」ことがわかっている。さらに、
同市ではこれより前に少年達にラテン語を教え
ていた女性教師が登場している。このように
フィレンツェでは早くから女子教育がおこなわ
れ、彼女達は男性と同じように専門の学者や貴
族、あるいは父親から教育を受け、当時の人文
主義者達とくらべて遜色のない書簡や詩、演説
や論文などを残している３４．そのような女性達
の中で、ヨーロッパで最初の女流作家はヴェネ
ツイアに生まれパリで活躍したクリステイー
ヌ・ド・ピザン(1363頃～1429頃)である。彼女
は若くして寡婦となったので「１５世紀初頭にペ
ンによって生計を立て｣､その著書において､｢女
子の教育を養護し女の子の理解力は男の子と同
じぐらいに鋭いと主張した35｡」
中世キリスト教世界において、前述の聖パウ
ロや中世最大の神学者トマス・アクイナスの説
でわかるように、聖職者達は「男尊女卑の姿勢
に固執３６」し、女性の存在は男性より劣ったも
のとしてきた。しかし、ルネサンス期における
人文主義の浸透に伴い、女性達の中にも人文主
義者達が登場してきたことがわかった。女`性達
は個人としての自覚を意識して、徐々に社会の
中にその足跡をしるしていったといえよう。
ドナテッロの「ユディトとホロフェルネス」
が制作されたのは、ちょうどそのような時代で
あった。物語は旧約聖書外典に収められている
が、寡婦ユディトが祖国イスラエルを救うため
に敵の大将ホロフェルネスを殺すという内容で
あり､主人公は男性ではなく女性である｡ユディ
トは祖国を救うために誰かに頼まれたわけでは
なく、自分の意志で、自分の智力を働かせ、自
分１人の力で困難なことをやり遂げた。聖パウ
ロの「(女が）男の上に権力をふるうことをゆる
さない３７」という教えに背き、自分の意志を通
している。女性が正義のために悪者である男性
を殺すという、この主題が選ばれたことは、１４
世紀以後女性の復権が社会の中で認められ、前
世紀までは男性に対する従属を余儀なくされて
いた女性に個人としての目覚めがみられるよう
になったと考えられる。このフェミニズム的な
視野のもと、当時の人々の意識を反映して、こ
の作品はフィレンツェの実力者であったメディ
チ家の個人邸宅に置かれることを目的として制
作されたのであろう。（ＳＳ）
Ｖカタルシスの視点から
ケネス・クラークは次のように述べている。
…逆に、その同時代人にとってと同様に、
今日のわれわれに対しても直接的に、かつ明
瞭に語りかける普遍的な芸術家がいる。すな
わち、ジョット、マサッチオ、ティツィアー
ノ、レンブラントードナテノレロである。も
しなぜかと問われれば、私は、彼らの卓越し
た彫刻家としてのあるいは画家としての才能
が、人間性への深い感覚、情念、そして人間
の生のほとんど避けがたい悲劇性をいかんな
く表現しえたからというのが、一つの解答に
なりうるだろうと考えるのである38。
ヒューマニズムの興隆がみられる初期ルネサ
ンス時代に、同時代の人々はもちろんのこと今
日のわれわれにもより強く感銘を与えるドナ
宮下・下村：ドナテッロ作『ユディトとホロフェルネス』 2５
テッロは､彫刻で､人間性への深い感覚､情念、
そして人間の生のほとんど避けがたい悲劇性を
どのように表現し、また受け入れられたのだろ
うか。その手がかりになるものがカタルシスで
はないだろうか。
では、カタルシスとは何か。
西欧において、東方世界を通じて入ってきた
アリストテレスの著作はアラビア訳のものやギ
リシア原典をラテン訳にしたものなど数多く
あった。その著作の１つ「詩学」（紀元前３３０
項以後成立）で、アリストテレスは創作の世界
を述べている。その第６章には悲劇の定義と悲
劇の構成要素についての記述がある39。
みを感じ、またその運命に|布れを抱き、悲劇を
追体験することにより、その体験を共有し、我
を忘れて劇中に入り込んでいくという効果があ
る。その結果、悲劇は感動の心を呼び起こし、
鑑賞した後は心の感情の重圧から解放され、心
が洗われたかのように魂が浄化（カタルシス）
されたと感じることができる。同様に、その他
の芸術作品の悲劇的なドラマを見ることにより、
それを見る人々の魂が浄化される。悲劇的なド
ラマは人間性を表現し、それはヒューマニズム
を高らかにうたいあげたルネサンス期には多く
の人々に受け入れられたのではないか。当時の
人々により好まれた主題の１つと考えられる。
1．『マグダラのマリア」におけるカタルシス悲劇とは、一定の長さで完結している崇高な
行為の再現であり、そのため、雅趣に充ちた言
葉が使われるが、それは一律の調子ではなく、
劇の構成部分の種類別に応じて、それぞれ別の
言語形式をとり、しかも言語によるとはいえ、
この再現は、役者によって演ぜられるのであっ
て、朗詠によるものではなく、かつ、同'情と恐
怖を惹き起こすところの経過を介して、この種
の－聯の行為における苦難（パトス）の浄化（カ
タルシス）を果たそうとするところのものであ
る。
ドナテッロ作品を「カタルシス」の観点から
もう少し具体的に検討してみよう。ドナテッロ
は「マグダラのマリア」の木彫彫像【Hg｣9】を10
年に及ぶパドヴァ滞在から帰国してすぐに制作
している。
芸術カタルシス説については、「ヘレニズム
時代からルネサンス期を経て現在に至るまで、
詩学の研究者及び美学者の間に盛んな論議を呼
び、今日でも定説はない」とされている。今道
は、「苦難（パトス）の浄化（カタルシス)」と
訳しているが、その他にも感,情の寓出、感情の
浄化、事件の浄化、行為の浄化、事件の解明な
ど多様な解釈がある40゜この場合の苦難（パト
ス）とは「それを体験する人が身を滅ぼしたり
苦痛をかみしめたりするような行為のことで
あって、例えば、死、激烈な苦痛、負傷、及び
すべてこれに類するようなものである４１」。悲
劇を鑑賞することは、登場人物のそのような苦
難を自分の苦難に重ね合わせ、登場人物に憐れ
５９．１９「マグダラのマリア」
188ｃｍ大聖堂付属美術館
パドヴァでは早くから人文主義（ヒューマニ
ズム）が広まり、そこでの長期間の滞在はドナ
テッロの作品に大きな影響を及ぼしたと考えら
れる。
「マグダラのマリア」の主題が当時どのよう
に捉えられていたかについては､岡田温司の｢マ
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グダラのマリア」（中公新書）４２に詳しい。マ
グダラのマリアはキリストの受難や復活の場面
に実際に立ち会ったとされている。彼女は罪深
い生活を送っていたが、キリストに出会うこと
により悔い改め､信仰を深めていったとされる。
ヤコプス・デ・ウォラギネの「黄金伝説｣では、
マグダラのマリアは「I悔恨｣、「同情｣、「悲嘆｣、
「愛」の模範となっている４３．ドナテッロと同
時代のフィレンツェの大司教であった聖アント
ニーノは、マグダラのマリアを「'悔い改めと自
己犠牲と祈りのすぐれた手本｣とみなしていた。
彼にとって大切なのは､｢肉の罪におぼれるマグ
ダラ」ではなく、「彼女の告解、瞑想、苦行のほ
うであった」４４。そこで岡田はドナテツロの作
品の禁欲的な聖女のイメージは、聖アントニー
ノの思い描くマグダラに近いものだったに違い
ない45,と述べている。ドナテッロ作品の造形
表現から考えると、この説は説得力があるよう
に思える。
痩せ細った身体全体を覆う髪の毛、大きく窪
んだ目、こけた頬、かすかに開いた口元、その
上、歯までもが抜けているマグダラの造形表現
はドナテッロがはじめて表現したものだろうか。
一般的に定着している「マグダラのマリア」の
図像は、キリスト礫刑図【,ig2o】やキリストの復
活の図【fig2,】に描かれることが多い。そのとき
はまだ苦行の道に入っていないので、見るから
に若く美しい女』性として描かれている。
６８２１『我に触れるな』ジョット部分
フレスコ１２９０頃
サン・フランチェスコ教会下堂アッシジ
では、髪が全身を覆っているという点におい
て考察してみよう。このドナテッロの先行作品
としては、アッシジの聖フランチェスコ大聖堂
に描かれているジョットエ房の『天使たちとの
会話」（1350頃）【Hg２２】があげられる。しかし、
それはドナテッロの作品とは明らかに異なり、
身体全体を美しい金髪が波打ちながら覆ってい
る若々しくきれいな顔立ちのマグダラである。
f19.22「天使たちとの会話」ジヨツト１３１０頃
ドナテッロの作品と同じような苦行僧のマグ
ダラのマリアとしては、ナポリのサンタ・マリ
ア．マッダレーナ修道院を飾る絵として制作さ
れた可能性の高い亜麻布地のカンヴァス画があ
る。その作者は伝わっていない46。【､923】
f19.20『礫刑』ジヨツトフレスコ1304-05
200×185ｃｍスクロヴェーニ礼拝堂パドヴァ
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を見れば､おそらく３０年間もの長い間の彼女の
激しい苦行を想像し、'侮俊と信仰の強さを感じ
ずにはいられなかっただろう。かつて美貌の持
ち主であったマグダラのマリアがこのような形
相になってしまう苦行とは想像を絶してしまっ
たかもしれない。平面的な絵画ではなく立体的
なそれも等身大の彫刻の中に、人々は悲劇的な
物語（ドラマ）を見たのではないか。マリアの
口から今にも言葉が発せられそうなリアリズム
に徹したこの木彫彫刻を見た人々は、彼女の生
き様を追体験し、'海俊と強い信仰心を共有する
事により魂の浄化（カタルシス）を感じたので
はないだろうか。そして、この彫像の感情表現
的リアリズムはマグダラのマリアの生涯を坊佛
とさせたに違いない。そこに人々は悲劇的なド
ラマをみていたと考えられる。
その後、ドナテッロのこの図像を絵画でも彫
刻でも多くの芸術家たちが取り入れている。彫
刻では､デジデリオ･ダ･セツテイニヤーノ【11824】
やロムアノレド・ダ・カンデリとネーリ・デイ・
ピッチの共作【''925】､絵画ではボッテイチェッリ
【１Ｍ】らの作品がある。したがって、当時のイ
タリアでは、この苦行僧のマグダラのマリアが
人々に受け入れられていたといわざるを得ない。
fig23「マグダラのマリアと聖女キアラのいる
聖母子」１３３６頃
このマグダラのマリアは、全身褐色の髪の毛
で覆われ、身体はやせ細っており、顔には深い
しわが刻まれている。ドナテッロの作品と大変
よく似ているが、ドナテッロがナポリに直接
行ったという記録がないことから、この作品を
見たという確証はあり得ないだろう。しかし、
ドナテッロは1425年頃から２年間ミケロッ
ツォ・デイ・バルトロメオと共同でナポリ出身
の教皇の｢対立教皇ヨハネス２３世の墓碑｣(フィ
レンツェ、洗礼堂）を制作している。また、同
じようにミケロッツオと共同でナポリ出身の
『枢機卿リナルド．ブランカッチの墓碑』(１４２７
頃)も制作している。こちらはナポリのサン・タ
ンジェロ・ア・ニーロ聖堂にあるが、制作はピ
サで行われたと記録が残っている47．濱谷はこ
の墓碑の注文はドナテッロのヨハネス２３世の
墓碑が好評であったからにちがいないと述べて
いる。ということは、どういった作品が制作さ
れているかはある程度`情報が交換されていたと
考えられる。したがって、ドナテッロが直接ナ
ポリの｢マグダラのマリア｣を見ていなくても、
このような図像があることを知っていた可能性
は否定できないだろう。
言うまでもなく、ドナテッロの作品が前述し
た２つの作品と大きく異なっている点は、観者
に驚樗ともいえる強いインパクトを与えるとい
うことである。誰しも当時、フィレンツェのサ
ン．ジョヴァンニ洗礼堂で｢マグダラのマリア」
､9.24「マグダラのマリア」fig25「マグダラのマリア」
デジデリオ・ダ・セッティニャーノカンデリとピッチの共作
1455頃183ｃｍ １４５５頃
サンタ・トリニタ教会サンタ・クローチェ教会
フィレンツェ ヴィンチ
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fig27ユデイト
人を殺すという行為は決して許されるもの
ではない。しかし、もしユデイトがホロフェル
ネスを殺さなかったならば、同胞のイスラエル
の民は彼の手にかかり皆殺しにされてしまうこ
とは明らかである。殺すか、殺されるカミの２つ
に1つしか道はないという極限状態に立たされ
ている中で、彼女が選んだのはホロフェルネス
を殺すという選択の方だった。同胞を救うため
に、自分ではどうにもならない運命に翻弄され
ていくユデイトの姿がそこにある。つまり、思
いがけず降りかかってくる運命をしっかりと受
け止め、身をもって運命と対時する生き方がユ
デイトにより示され、固い決心と強い意志で彼
女はそれを実行に移す。ユディトの顔の表情は
ロをかすかに開いているだけで無表情に近いが、
それはしっかりと運命を受け止めている表情の
ようにみえる。そのようなユディトの生き方を
人々がみたとき、カタルシスが起きると理解さ
れたのではないだろうか。この物語を悲劇とと
らえ、その苦難（パトス）に満ちた行為が観者
に「憐れみや同'清」と「怖れや恐怖」といった
感情を喚起させ、ホロフェルネスの命を絶った
とき、つまり事を成し遂げたときこそ、それら
の諸感,情の浄化が達成される。そのためには、
このドラマの中ではこの一瞬でなければならな
かったと考える。このドラマの中のワンシーン
をみたとき、人々はその苦難を追体験しカタル
シスを感じたであろう。（ＳＳ.）
hg26「聖三位一体」１４９０頃
ボッティチェッリ
コートールド研究所ロンドン
2．『ユディトとホロフェルネス』における
カタルシス
次に、ドナテッロが制作した『ユデイトとホ
ロフェルネス』の分析から考察を進めてみよう。
この彫像は主題が斬首という明らかに残酷なも
のであるにもかかわらず、ユデイトもホロフェ
ルネスも醜い表情をしていない。また、彫像自
体は前述の「マグダラのマリア』ほど強い衝撃
を与えるものでもない｡｢ユディトとホロフェル
ネス」の主題作品は、ホロフェルネスの首を持
つユデイト単独像か、群像であるなら斬首され
るすさまじい形相のホロフェルネスとユデイト
が描かれているものが多い。しかし、ドナテッ
ロの作品は斬首という行為の表現であるにもか
かわらず、ユデイトの顔は決して恐ろしい形相
ではなく、穏やかとも冷ややかともいえる表情
をしている。【11827】
宮下・下村：ドナテッロ作「ユディトとホロフェルネス」 2９
fig28『ユデイトとホロフエルネス』ドナテツロ１４５４頃
ブロンズパラッツオ・ヴェッキオフィレンツェ
＜註＞ ５パーク,ibid,ｐ２１１
ｃｆ若桑,op・Cit.,pp443-449’若桑みどり，『象徴としての女性像」筑摩書房，
2000,,pp409-494
この書物の中で、若桑はユディトを「男殺しの女」
と捉え、「強い女を周縁化しつつそのエネルギーを
自己の構造の中に取り込んできた男性社会が、まさ
にその有効性のゆえに数多く生産してきた男殺し
の女の意味を検証」している。
Zibid.,pp429-430
３ibid.,ｐ430
４ピーター・パーク,森田義之・柴野均訳,「イタリア・
ルネサンスの文化と社会」,岩波書店,1992,
pp269-270
６ヴェスパシアーノ・ダ・ビスティッチ,岩倉具忠他訳，
「ルネサンスを彩った人びと－ある書籍商の残し
た「列伝｣」臨)||書店,2000,p319
7森田義之,『メデイチ家」，（講談社現代新書）講談
社,1999,ｐｌ２４
８塚本博,『イタリア・ルネサンス美術の水脈』，三元
社,1994,pp51-52
，澤井繁男，『イタリア・ルネサンス』，（講談社現代
新書）講談社,2001,p３６
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